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CSIＩ導入を目的とした入院患者への看護ケアプランの実用化に向けて

－患者・看護師それぞれの視点から－

東病棟７階○増村群実三本松恵川本真夕吉田典子

鈴見由紀

専門看護外来土本千春ＧＣＵ西浦堵ＩＣＵ中川さやか

3．データ収集期間：平成２１年８月～平成２２年７月

4．データ収集場所：Ａ病院内科病棟及び内科外来の

個室

５データ収集方法：研究参加者に対し、入院中に受

けたCSIＩの指導に関する４項目(CSIＩイメージ作り
に関するかかわり、初回穿刺時の支援、一連の手技

の指導、トラブル対応の指導)、退院後の生活に関す

る２項目(退院後対処に困ったこと、入院中に聞いて

おけばよかったこと）について半構成的面接を行っ

た。さらに看護記録にて対象が入院中に受けた指導

内容・指導時期の情報を得た。対象の退院後の面接

の内容、入院中の看護記録における看護ケアプラン

の項目と内容、指導された時期を指導時期別に表に

まとめた。

6．データ分析方法：対象の退院後の面接の内容を項

目ごとに、入院中の看護記録を看護ケアプランの項

目ごとにそれぞれ分類した。それをもとに、看護ケ

アプランの指導項目や指導時期が妥当であるか、患

者が退院後問題なく生活できているかを検討すると

ともに、看護師の視点と合わせて質的帰納的分析を

行った。

7．倫理的配慮：本研究は金沢大学医学倫理委員会の

承認を得た後に開始し、研究の目的・方法、研究協

力の有無で治療や看護が不利益にならないこと、一

旦同意しても撤回できることを書面にて説明し、同

意書への署名をもって同意を得た。個人名が特定さ

れないよう十分配慮した。

Keyｗｏｒｄ：糖尿病CSIＩ看護ケアプラン

はじめに

インスリン持続皮下注入療法（以下ｃｓｌｌとする）

の導入患者は増加傾向にある。当病棟でもCSIＩ導入

患者は増加しているが、ペン型インスリン導入患者

に比べ圧倒的に患者数が少なく、操作経験・指導経

験の少ない看護師では十分な指導、精神的ケアが行

えていない現状がある。

Ｃｓ,，導入患者は様々な不安を抱えている。そのた

めＣｓ,，導入患者の研究を継続して行ってきた。先行

研究,)2)より、Ｃｓ,，導入患者への看護ケアプラン案

が作成された。これはｃｓｌｌの手技獲得のみを目指し

たものではなく、患者の生活パターンに合わせた、

退院後も安心してＣｓ,,使用を継続していけるよう作

成されたプランである。

その後看護ケアプラン案を患者指導レベルに整え

パンフレット化し、看護ケアプランとしてまとめた｡

森ら３)は、看護ケアプランの実用化に向けてまず看

護師の視点からプランを検討し、看護ケアプランの

修正点に加え、看護ケアプラン使用前に知識を習得

する場の必要性や、指導経験の浅い看護師への支援

体制の確立、カンファレンスによる看護師間の情報

共有の必要性を見出した。

本研究では患者．看護師両者の視点から看護ケア
プランの見直しを行い、看護ケアプランがより実用

的になることで、患者が退院後も安心して生活を送

ることができると考えた。また看護師も指導経験の

有無に関わらず、指導内容が標準化され継続性をも

った看護ができ、患者・看護師双方に有益となると

考えた。

Ⅲ結果

ｌ対象の背景

対象は３名とも’型糖尿病発症にてペン型インス

リンを使用していたが、血糖コントロール不良にて

CSIIが導入された。

①：６０代男性。糖尿病歴７年。農作業中の低血糖、

会合・間食などによる高血糖を繰り返していた。

②：３０代男性。糖尿病歴１０年。不規則な生活のため

インスリンの打ち忘れがあり、食事１世も多かった。

③：４０代男性。糖尿病歴１７年。血糖値の変動が大き

く、低血糖昏睡を繰り返していた。

2．退院後の面接内容(表l）

「」は対象の思いを示す。

l)入院中の指導項目について

(1)CSIＩイメージ作りに関するかかわり

「(入院後)CSIIを実際に見たり触ったりできたの

Ｉ目的

本研究は、先行研究にて立案されたCSIＩ導入にお

ける看護ケアプランを、今後の実用化に向けて検討

することを目的とした。今回は患者の視点からのデ

ータをまとめ、看護師の視点と統合し、看護ケアプ

ランを評価した。

Ⅱ方法

ｌ研究デザイン：評価研究

2．対象：CSIＩ導入目的で入院した患者のうち、看護

ケアプランに沿って手技指導や看護ケアを受け、研

究の主旨を理解し、同意を得られた３名。
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ら退院後どうしていけばよいか」などＣSIIを使用し
１

ての思いがあった。

でよかった｣、「入院前までＣSIIがどんなものか全く

想像できず不安だった」などがあった。

(2>初回穿刺時の支援

「穿刺はペン型を打つ要領で苦ではなかった｣、

「サーター(穿刺補助具)の紹介はあったほうがより

針への恐怖心が減る」などがあった。

(3)一連の手技の指導

「サーターでのトラブルを体験・指導してもらえ

てよかった｣、「しなければならない事が－つに簡単

にまとめてあるとよい」などがあった。

(4)トラブル対応の指導

「指導された範囲内のトラブルのみであり、対処

できている」とあったｑ

２)退院後の生活について

(1)退院後対処に困ったこと

「食事時間や仕事など、病院の生活とずれてきて

いる｣、「穿刺時失敗が多くあり、CSIＩ物品が不足気

味」などがあった。

(2)入院中に聞いておけばよかったこと

「ベース量の確認ができる画面はどれか」などが

あった。

3．入院中の看護記録(表2）

【】は看護ケアプランの指導項目を、「」は対象の

反応、思いを示す。

看護ケアプランの全ての指導項目を３名に実施し

ていた。手技自立までにかかった曰数は３名とも異

なり、刺し換えなどに時間を要した１名もいたが、３

名とも手技を自立することができていた。

【CSIＩ導入への期待度とイメージの確認】は、３

名ともCSIＩ装着前に行っており、患者の反応の中に
は、「器機を実際に見ておらず不安｣､「器機を持ち運

ぶ方法にはどんなものがあるのか」など、ＣSIIを具

体的にイメージできないためのものが多くあった。

【CSIIを具体的にイメージできる説明】、【CSIIの

特殊性の説明】は３名ともイメージの確認とは異な

る日に行っており、そのうち1名はCSIＩを装着した

後で説明を行っていた。

【初回穿刺時の支援】では、穿刺時の様子に「穿
刺時少しためらう｣、「穿刺への抵抗感からなかなか

穿刺できない」などがあった。【穿刺の苦痛の軽減へ
の援助】のサーターの紹介は、２名は初回穿刺曰に、

１名は穿刺２回目にされており、サーターの使用を試

みていた。

【トラブル早期発見方法の指導】では、看護師の
指導にて特にＣＳＨ使用でのトラブルで対処が困難と
なっている様子はなかった。

【退院後の生活を見据えた練習方法の提案・実施】
では、「食事量が多く食べ過ぎてしまう｣、「低血糖が

頻発し対処できるか不安」などの今後の課題を確認

していた。

看護ケアプランの指導項目以外に、「刺し換えが３

日に１回でよいのが利点｣、「付き合いや会合でのイ

ンスリン注入が楽になった｣、「また低血糖になった

Ⅳ、考察

指導項目の妥当性、指導時期の妥当性、退院後の

継続した支援の必要性､看護ケアプランの実用性の４

点から考察する。

Ｌ指導項目の妥当性

対象は看護ケアプランを用いた看護師の指導を受

け、退院後も器機トラブルを起こさず使用を継続で

きているため、現在の指導項目は妥当であると考え

る｡加えて、本研究における看護ケアプランは、手

技の指導だけでなく患者のCSII装着に対する精神面

のケアも行い、退院後もCSIＩを継続して使用できる

よう作られており、患者の思いに沿ったプランであ

ると言える｡酒井ら4)は､パンフレットを用いてCSIＩ

導入患者に指導を行ったが手技ばかりに気を取られ、

精神的ケアが置き去りになったため患者がCSIＩを継

続できなかったと述べており、これからも患者への

精神的ケアの必要性が伺える。

今回の研究にて、対象のCSIＩを使用しての反応。

思いが多く聞かれていることがわかった。ＣSIIを実

際に装着・使用してのプラスイメージ・マイナスｲ

ﾒｰｼﾞは退院後のCSII使用継続に関わるため､『CSII
を装着しての思いの把握」として新たに看護ケアプ

ランの項目に加える必要がある。

2．指導時期の妥当性

今回の結果から、ＣSIIのイメージの確認と初回穿

刺時の援助において改善点があった。

【CSIＩ導入への期待度とイメージの確認】にて、

CSIIを実際に見たいという希望やCSIＩに関する具

体的な質問が多く挙げられていた。しかしCSIＩの疑

問や不安に対応する【CSIIを具体的にイメージでき

る説明】、【CSIIの特殊性の説明】の項目は初回穿刺

時～手技獲得の時期での説明項目となっているため、

【CSIＩ導入への期待度とイメージの確認】と同じ時

期に説明できていないことがあった。これらはイメ

ージの確認と同じくCSII装着前に行うことによって

患者がCSIＩを具体的にイメージでき、導入がスムー

ズになると考える。

また、退院後に「サーターの紹介はあった方が針

への恐怖心が減る」との意見があり、初回穿刺時の

看護記録を見ても患者の穿刺への不安、恐怖が読み

取れる。【穿刺の苦痛の軽減への援助】にサーターの

紹介があるが、初回穿刺時の項目ではないため、患

者の穿刺の不安を出来るだけi怪減させるための手段

として、サーターの使用を初回穿刺時から提案した

方がよいと考える。

3．退院後の継続した支援の必要性

対象は看護師の指導した内容で器機操作は特に問

題なかったと述べており、入院中の指導は適切であ

ったと考える。しかし対象は退院後の生活で様々な

問題を抱えていた。入院中に把握できない退院後の
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刺時の不安を軽減するために初回からサーターの使

用を提案するなど修正が必要である。

3．対象は退院後の生活で様々な問題を抱えているが、

入院中のみの指導では限界があるため、退院後の生

活に合わせた外来受診時の支援の必要性が示唆され

た。

４．本研究により、CSIＩ導入における看護ケアプラン

は患者．､看護師双方にとって有益なプランであり、

実用的であることが示唆された。

生活変動により血糖値が乱れていることや、ＣSIIの

手技を自立していたが退院後に穿刺の失敗を繰り返

していることなどは、入院中での支援に限界がある

ため、退院後の継続的な支援が必要だと思われる。

カーン洋子ら５)は、在宅酸素や人工肛門など医療処

置の多い患者が、退院支援を受けた部署として最も

認識しているのは療養指導室であったと述べている。

CSIＩ患者も専用の器機を取り扱う特殊な医療を受け

ているということでは、退院後も継続した支援を受

けられる部署が必要である。本院では糖尿病療養相

談室が外来に設置されており、患者に退院後の利用

を勧めていくことが必要だと考える。

4．看護ケアプランの実用性

今回、対象は入院中に手技獲得、トラブル対処が

できており、ＣSIIを使用しての思いを表出し、退院

後も継続してＣSIIを使用することができていた。ま

た、森ら3)の研究にて、看護師の視点からみた看護

ケアプランの実用性について検討されている。退院

後のよりよい血糖コントロールに向けての調整はま

だ必要であるものの、患者の入院における看護ケア

プランとしては患者・看護師双方にとって有益であ

り、実用的であると考える。
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Ｖ・結論

1.看護ケアプランの指導項目は妥当であった｡『CSII

を装着しての思いの把握』を追加項目として新たに

設ける必要がある。

2.看護ケアプランの指導時期は､CSIＩ装着前にCSIＩ

を具体的にイメージできるように説明する、初回穿

表１．退院後の面接内容

①Ｉ②③
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－３－
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CSIIがどんなものか全く想象できず不安だった
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ポーラスが適切に注入されていないことがある
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穿刺時失敗が多くあり、CSII物品がフ<足気味
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表２．入院中の看護記録

①(18日間)②(17日間）③(23日間）

７日目２日目 ２日目

８日目２日目２日目

３７日目７９日目

1日目３日目５日目

初回穿刺日初回穿刺日初回穿刺日

ハヅチテストパッチテストパッチテスト後

７～22日目

15日目に外泊12日目に外.：外泊せず

しているが

日時不明

しているが

日時不明
１７日目

１６日目４１０日目

■■■■■■■汀■
I■■■■■■■■■■■、■

■■■■■■■■■■

７９１０日目

－４－

冒導
#期

素
ｂ

象(入 笥
､

ﾖ等項目

①(18日間） ②(17日間） ③(23日間）

指導曰

導
入
決
定
時
～
入
院
時

【CSII導入への期待度とイ
メージの確認】

【患者の持てる力の把握】

【生活パターンの把握】

【指導内容・方法の選択】

CSIIへの期待度の確認、医療者への期待度の確認、入
院生活への期待度の確認、CSIIに対するイメージの確
認

家族、周囲のサポートカの把握、身体機能の把握、性
格・理解力の把握

普段の日常生活のパターンの把握、活動壁の把握

入院Ｌ２日目

2日目

2日目

1日目

入院2日目

2日目

2日目

2日目

入院3,4日目

7日目

8日目

しているが

日時不明

初
回
穿
恥
刺
時
～
手
技
獲
得

【CSIIを具体的にイメージ
できる説明】

【CSIIの特殊性の説明】

[一連の手技の指導】

【初回穿刺時の支援】

【一連の＝二技の確認】

【一連の二昌技の見守り】
Ｐ

Ｌ ｝ 計導内容・方法の評ｌｉⅡi】

【穿刺の苦痛の軽減への
援助】

【テープかぶれのトラブル
対処方法の指導】

【トラブル早期発見方法の
指導】

看護師が関わった患者の体験談の紹介、CSII器機を用
いての生活の具体的な説明、CSII器機の紹介．インス
リンと比較した説明

メリットの説明、入院中の頻回な血糟測定の必要性の
説明、CSII導入初期に起こりうることの説明

初回穿刺日

穿刺時の時間・場所・人の確保、初回穿刺時の患者の
様子観察、初回穿刺後の思い確認、今後の刺し換え方
法・回数の相談 、

器機操作、刺し換えの確認

器機操作、刺し換えの見守り

指導内容，方法の評価、設定

穿刺部位の選定､サーターの紹介

パッチテスト実施

バリアの使用提案

アラーム音の説明、トラブル時の画面の説明、刺し換
え後の血糖測定指導

7,9日目

7,9日目

1日目

2日目

13日間

手技自立まで
の練習回数

10回

初回穿刺日

初回穿刺日

パヅチテスト桜

14日目

3日目

3,4日目

3日目

3日目

6日間

手技自立まで

の練習回数
6回

初回穿刺日

初回穿刺日

パッチテスト桜

８．９日目

3,7日目

3,7日目

5日目

5日目

8日間

手技自立までの

練習回数
8回

穿刺2回目

初回穿刺日

パッチテスト後

10.11日目

手
技
獲
得
後
～
退
院

【生活変動時等の対処‘工
夫の説明】

【CSIIを継続・維持してい
<ための管理方法の説明】

【退院後の生活を見据えた
練習方法の提案・実施】

【トラブル対処自立への
指導】

【家族への説明】

説明日

外来での管理体制確認･退院後の血糖測定指導

現在、今後の課題確認、生活のシミュレーション実
施、緊急時の対応の指導

試験外泊の提案

アラームの種類と対処方法の指導、コールセンターの
紹介、器機故障時の対処方法の指導、低血糖・高血糖
時の対処方法の指導、セルフテストの指導、電池交換
方法の指導

キーパーソンの協力体制の確認

11日目

6,13,15,17
日目

５～17日目

15日目に外泊

16日目

17日目

8日目

16日目

10～16日目

12日目に外瀧

9,10日目

しているが

日時不明

13日目

11,13日目

7～22日目

外泊せず

10,13日目

しているが

日時不明

そ
の
他

CSIIを使用しての

反応・思い

血糖コントロールがつきやすくなった

刺し換えが3日に１回でよいのが利点

インスリン注入が簡便になった

付き合いや会合でのインスリン注入が楽になった

外食や夜中に食べてみたりして血糖値の変化を見てみ
たい

CSIIが身体に合わなければ、ペン型に戻る可能性もあ
るのか

血糖値に合わせてベースやポーラスの通は変わるのか

また低血糖になったら退院後どうしていけばよいか

血糖値がペン型でもCSII同様の効果あればペン型の方
がいい

少なくはなったが、CSIIになっても低血糖は起こる

16日目

7日目

5日目

2日目

2日目

６ 目

9日目

4,10日目

7,9,10日目

8日目

8日目

22日目


